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第５回 HPCI 検討総会議事概要 

 

１．日時 

平成 23年 12月 14日（水）15：00～17：10 

 

２．場所 

東海大学校友会館 富士の間 

 

３．出席者（敬称略） 

【ユーザコミュニティ機関】 

森下（理化学研究所）、常行（東大物性研）、今脇（JAMSTEC）、加藤（東大生産研）、青木（筑

波大センター）、高田（産応協）、福田（FOCUS）、下條（バイオグリッド）、藤井（JAXA）、中島

（原研）、石黒（核融合研）、荻野（名大太陽研）、賀谷（神戸大） 

【計算資源提供機関】 

高井（北大センター）、小林（東北大センター）、阿草（名大センター）、菊池（阪大センター）、

佐藤（筑波大センター）、高木（東工大センター）、水関（東北大金属研）、外川（阪大核物理

研センター）、橋本（高エネ研センター）、伊藤（国立天文台）、水谷（分子研センター）、嶋（JAXA

センター）、渡邉（JAMSTEC）、谷（原研センター）、鈴木（理研センター）、平尾（理研機構）、

安達（NII）、中村（RIST） 

【メインオブザーバー】 

米澤（理研機構）、宇川（筑波大）、平山（RIST）、田中（文科省）、岩本（文科省）、林（文科

省） 

【事務局】 

安藤（理研機構）、横川（理研機構）、中井（理研機構） 

 

４．議題 

（１） ＨＰＣＩ計画を巡る最近の状況について 

（２） 「京」の開発状況について 

（３） コンソーシアム法人の設立準備状況について 

（４） その他 

 

５．議事概要 

（１） ＨＰＣＩ計画を巡る最近の状況について 

 衆議院決算行政監視委員会行政監視に関する小委員会の結果を踏まえ、出席者の間で意見

交換。 

 コンソーシアムの目的について、改めて確認。 

 もう少し積極的にコンソーシアムの検討内容を説明すべき。 

 開かれた組織を作ること、中立かつ公正な課題選定の仕組みをつくるといったことに

応えるべく、コンソーシアムを作ったということが伝わっていない。活動が広く伝わ

っていないことは反省すべき点であり、改善する必要がある。 

 開かれた組織についての情報を、あらゆる機会を通じて発信していくことが重要。 

 ①コンソーシアムの目的や活動を正しく説明していくための取組み②計算科学技術関係

者以外にもわかりやすく見せていくために必要な取組み③コンソーシアムの体制をより

開かれたものにするための取組み について意見交換。 
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 行政監視に基づく事業の見直しに関する決議を受け、誤解等を生じないような字句修正を

除き、準備段階コンソーシアムにおける最終報告書の記載を変更することはない。 

 コンソーシアム法人に対し、法人に参加しないユーザを含めた集団をどう表現し、その集

団の法人への関わり方を整理する必要がある。 

 ＨＰＣＩやコンソーシアムのしくみなどについて、ホームページを充実させる以外に、情

報基盤センターなどの計算機の利用公募を行うところで広報を行い、積極的にアナウンス

していくことが必要。 

（２） 「京」の開発状況について 

 資料２に基づき、２期連続ＬＩＮＰＡＣＫ性能世界一位獲得やＨＰＣチャレンジ賞４部門

一位獲得など、「京」の開発状況について、理研横川ＧＤより報告。 

（３） コンソーシアム法人の設立準備状況について 

 資料３に基づき、法人の設立準備状況について、ＨＰＣＩ検討委員会宇川委員長より説明。 

 法人の活動内容には、意見集約だけではなく、提言を行うという記載を追記する。 

 コンソーシアムだけではなく、全体の仕組みとして、システムの運用や課題選定の仕組み

などについても情報発信していくことが必要。 

 ＨＰＣＩシステムの定義、ＨＰＣＩシステムとコンソーシアムとの関係、全体の考え方な

どを、分かりやすい形で最終報告に記載する。 

 登記の関係や本格段階コンソーシアムに移行後の総会準備を行うため、下記のような進め

方について了承を得た。 

 設立時社員であり設立時理事となる３名を本総会で選考し、この３名が中心となって、

本格段階移行後の理事の具体案を作成する。また、監事についてはこの３名が選定す

する。 

 具体案をもとに、次回の検討総会にて準備段階コンソーシアムとしての候補者を決定

し、本格段階コンソーシアムに申し送る。 

 本格段階コンソーシアムの総会で最終決定を行う。 

 上記３名については、基本的には本格段階コンソーシアムでも継続して理事となる。 

 設立時理事３名については、高田委員長（産応協）の提案および数名の委員の賛同意見に

基づき、全会一致で宇川副学長（筑波大）、藤井教授（ＪＡＸＡ）、石川教授（東大）に就

任いただくことを決定した。 

（４） その他 

 文部科学省より、１０月２８日付けで「京」の利用促進業務を行う機関を選定し、公示し

た旨について報告。 

 次回総会は平成２４年１月３０日１６：００～開催予定。 


